






















































































































































































































月雌検査員の本検迩法に対する識習を考えている旨脱明
があった

3．修繕船の溶接部に対する非破壊検迩は，すでに一

部の造船所で実施しているが，船主から工期の短縮を強
く要望されており，また，欠陥が発見されたとき，再撮
影ができない場合が多いことが指摘された．この件につ
いては, NKから船主へ説明して理解を得るよう努力
する一方，非破壊検査が完了しなければ，修理工聯が終
了にならないことを，造船所からも船主に税明してほし
い旨要望があった．

股後に,NKから今後は本会の支部主催でこの敬の
懇談の機会を持ちたいとの発言があり，会を終了した．
プロペラ軸に対する超音波探侮回送実験結果の検討会
プロペラ軸後端スリーブ下の軸身'に発生する疲労き裂

を早期に発見し折擁1F故を未然に防止する方法として，
超音波探傷方法が一般に使用されているしかし， まだ
適正な探傷条件や，き裂の大きさと探傷結果との間の定
最的関連がは握されていないのが現状である．
このため,NKはこのような現状を幾分なりとも改善
し，簡単で正確な探傷方法および探侮条件を見出すた
め，昨夏以来，大手製鋼所の協力を得て，供試材の回送
実験を行なってきた．すなわち，直径約800mm,軸
後端面をテーパに対して垂直となるように円すい状に加
工したプロペラ軸（スリーブなし）で，スリーブ後端部
に相当する位股に，深さと半径の異なる疲労き裂に似た
人工き裂を設けた供試材を作り， これを各社に回送，各
社手持ちの探傷器で，軸端から垂直探傷およびテーパ部
から斜角探傷を実施，簸近全実験を終了した．この機会
iC, 11月27日NK本部で，実験資料の検討会を開催
した．この結果，通常の探傷感度による軸端からの垂直
探傷で，表面下5mxn程度のき裂でも探傷することが
できるとともに，欠陥の大きさと探傷結果との間に定赴
的な関連のあることが見出された．しかし，探傷器相互
間にかなりの相逢が認められたので，探傷器性能等につ
いて，引続き追加の実験を行なうとともに，さらに，人
工き裂を有する径500mmの軸に，スリーブを焼きぱ
めした状態での実験および実際に疲労き裂を有するプロ
ペラ軸での確認試験を,38年3月ごろまでに行なうこと
になった．

リベリヤ共和国NKに権限付与
N墜勤』蝋』§_日付けで, リベリヤ共和国政府か
ら，同国籍船舶に対し，次に示す権限を付与された．
1. 1960年海上人命安全条約に基づく検査および必

要な証書の発給

2． 1966年国際満戦喫水線条約に韮づく検査および
満峨喫水線の指定

3． 同国の定めるトン数測度規則に華づくトン数測度
およびトン数証瞥の発行 。、

本件は, 1966年戸ンドンにおける国際満戦喫水線条
約会議の際，口火が切られて以来， 6年半振りに実現を
見たものである

玉野支部坂出事務所の開設

47年'2月1日から,"JII県坂出市に玉野支部坂出副F
務所が設股された．同亦務所の担当する検査区域は，玉
野支部の所管区域のうち香川県である．

NK｡－ず＝

昭和47年版鋼船規則の一部改正ならびに細則の取扱
い

昭和47年版銅船規則の一部改正（以下新規則という）

の認可（12月号本欄参照）に伴い，新規則ならびにこ

れに関する細則（以下新細則という）が12月初旬に刊

行されることになったが，このほどその取扱いが次のと
おり決定した

1．新規則および新細則は，昭和48年1月1日以降
に入級申込みの船舶について適用する．ただし，昭和

48年1月1日以降に入級申込承の船舶であっても，同

日より前に契約が完了している場合は，新細則のうち，
第3編船体構造および繊装に関する総則関係の点検設附

の規定については，特にNKが承認した場合に限り，
その適用をしん酌することができる．

2．．昭和47年12月31日以前に入級申込象の船舶で
も，新規則および新細則を適用して差しつかえない．た

だし，この場合は，新規則および新細則（点検設術を除

く）の規定に適合するほか，鋼船規則第28編の一部の

規定に対する彌識歴（昭和47年ll月14日付け技師

長通牒による，反対の断面秋およびL3"m以上の油

槽船の縦桁，横桁，水平桁等のウエプの厚さに関する変
更）にも適合しなければならない

大手8社以外の造船所との懇談会

大手8社を除く国内の主要造船所の工作部長，検査部

長級の人達と, NK船体部の技術スタッフとの懇談会

が,, 11月9日午後,NK本部会議室で開催された．懇

談のおもな内容は，次のとおりであった．

l .減点法検査を含む新造船栓在韮準(案)に関しては
すでに一部の造船所で実施しているが,NKでは近い

機会に，検査内規として全面的に実施する予定である

ただし，減点が10を越えた場合の検査の打ち切り再検
査，連続して再検査となった場合のNK本部への連絡

の項は適用しないが，減点が術に多い場合は注意を喚起

することがある旨の説明があった．

2． 内部構造部材の溶接部の非破壊検査については，

放射線検査の適用がかなりむつかしいため，今後超音波

探傷が主体となると考えられるしかし，造船所として

は資格のある検査技術者の不足，超音波探傷検査に対す

る不恢れのため問題もあり，一部の造船所から超音波探
傷検査の溌習会の開催の要望があった． NKとしては，
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1”型魚雷艇6蕊lメコード‘型ンを保有して､､るスエ

ーデン諭諏は“スピッカ1''が実証したすぐれた性能に

より， “スピッヵ11”にもプロチニースの採用を決定し

た“スピッヵ11"の就役により，スエーデン海軍は~ざ

リーン・プロチュースの最大のユーザーとなる．

スエーデンを含皐19カ国の海f狂がF－ルスロイスの

ガスクーピンを濯縦用に採用してし､る．なお画一ルス1．

イスの航空機用ジェットエンジンをもとに開発したガス
ターピンは500台近く販売されており，その総馬力数は
4”万馬力を夷波している．

川重一西独MANが2万馬力中速D機関
共同開発に若手

川崎亜工業は技術提盛している西ドイツのMANtt

と共同で，出力2万馬力の中速ディーゼルエンジンの開
発に着手したこれは船舶の大型化，高速化などに対応
してその主機関であるディーゼルエンジンの商出力化が
要求されているため,MAN型中速ディーゼルエンジン
の代表機魎である18気筒) 1万8千馬力"VV52/55"
型エンジンを20気筒， 2万馬力に高出力化するもので
ある.、中速ディーゼルエンジンは，舶用主機関の主流を
占めている低速ディーゼルエンジンに比べて，軽避小型
で燃料にc重油を使用できるなど経済性にすぐれてお
り，また数台のエンジン連結ができるため大出力が得ら
れる可能性をもって､､るこのため今後低速エンジンに
とってかわるものと予想されている．

現在実用機として採用されている中速ディーゼルエン
ジンのなかで， もっとも高馬力のものはMAN社が開
発した1筒出力が1,000馬力の"VV52/55''型である
が，さらに高馬力の中速エンジンを目ざして世界的な開
発競争が行われている三井造船が日本舶用機器開発協
会と共同で，国産技術によるl筒出力が1,500馬力の
"三井60''を， フランスのセムト社と石川島播磨重工業
が1筒出力1,500馬力を朋発中である．
一方川重の技術提挑先である西ドイツのMAN社も
スイスのスルザー社と共同で， 1筒出力が1,500馬力以
上の中速エンジンを開発しているが，実用化されるのは
数年先になるものと見られている． ところが船舶の大型
化や高速化に対処して，さいきん船主から高出力の中速
ディーゼルエンジンを採用したいという要求が出されて
いる．

中速エンジンの最大機種であるMAN型エンジンの
I!VV52/55"型は18気筒, 1万8千馬力までの図面力i
開発されているが，鉛主の要求している出力は2万馬力
といわれるこのたあ川重MAN社と共同で, 20気
筒,2万馬力の"VlOV52/55"型エンジンの開発に藩
手したもので，来年中には完成したい考え．同社は同エ
ンジンをMAN社とスルザー社が開発中の1筒出力
1 ,500馬力以上の中速ニンジンが開発されるまでの“つ
なぎ”にしたいとしている．

申

古川軸受が合成樹脂製海水潤滑の新型軸受を開発

古川軸受工業（大阪市北区芝田町北阪急ピル，社長古

川裕一郎氏）は半永久的に軸受とプロペラ軸の摩耗が生

じないという船尾軸受システムr強制注水式船尾軸受」

を開発，カーフェリーや大型タンカーへの本格実用化に

乗り出した．船尾軸受は現在ホヮイトメクル軸受などを

使った油潤滑方式力課用されているが，同システムは合

成樹脂の特謬弾力受を使用して海水潤滑させる新方式で，

軸受の異状摩耗から来る航行性能の低下および油もれに

よる海洋汚染が完全防止できるのが大きな特長．

貨物船,タンカーからカーフェリー,しゅんせつ船まで

鉛尾軸受はリグナムバイターという天然材やホワイ'､メ

タル，硬質ゴムなどを軸受材にして油潤滑する方式が一

般に採用されてし､るが，プロペラがかき上げる土砂混入

の泥水力軸受部に入って軸受を摩耗させ， これが機関部

への負荷を増大させて航行速力を低下させたり，振動に

よる船体抵抗の増加など船舶の運航性能を左右し，油も

れによる海洋汚染の一因にもなっている．

今回同社が開発した船尾軸受システムは船尾管にプニ

ノール系合成樹脂の特殊材を使用し，同管が絶えず水膜

を形成するよう独特の水溝を配砥して強制加圧給水で海

水潤滑させるとし､う新方式を採用． この結果十分な冷却

効果と海水潤滑で船尾管とプ戸ベラ軸の焼付現象がなく

騨毛がほぼ完全に防止できるという．

このため①船尾振動がなくなり，振動によるエネル

ギーロスが生じないので，バヮーセープできる②摩耗

によるパヮーロスもないのでエンジンの掴I気温度が低く

なり，耐久性が高まる③摩耗による軸受の換装も不要

になるなどのメリットがあり， この船尾軸受については

すでに日本のほか米，英，仏など海外11カ国の国際特

許を取得してあり，今後カーフェリーやVLCC(超大

型卓ンカー）分野への本格実用化をはかって行く方針で
ある．

ス海軍魚雷艇にRRエンジン

スエーデンのバーテル王子はこのほど同国南部のカー

ルスクローナ造船所で建造中の“スピッカ11''型魚雷艇
12隻の1号艇を“ノーコーピング"(NORKOPING)

と命名した． ‘‘スピッカll''魚雷艇は、英国コペントリ

ーのロールスロイス産業船舶部門で製作している4,250

軸馬力の“マリン・プ戸チュース”カスタービンエンジ
ン3基を装伽している．

スエーデン海軍では，すでに1966/67年度から， ロー
ルスPイスのマリーン・プ律チェースを装術“スピッカ

112

駕諜溌霧?



。

□■

①

および船体中央部をそれぞれ分断し，かつ船体中央部を
左右に分断する作業はドック内で行うが，分断された船
体中央部のうちの一方の半船体部分をドック外で横倒し
して，その上面に新造般体部分を附加し，その後にそれ
を正立させてドック内へ入れてから左右両船体中央部分
を結合するようにした船体の拡張方法を提供して､､る．
図面にっ､､て説明すると第1図においてドック内に漣

かれた船体は切断線1，2， 3に沿って船首部Aと，船
尾部Bと．左側半船体部分CPと，さらに右側半飴体
部分CSとに分断される船体中央部分を左右に分断す
る切断線3は第2図に示されるように中心線縦桁4に隣
接した位歴に設けられることによって，後述のようにた
とえば右側半船体部分CSが水面上に浮かべられだとき
に，中心線縦桁4は水防壁の役割を持つことができる．
縦桁4を有する方の半船体部分，たとえば右側半船体
部分CSは，第4図に示されるようにドックから出され
て水面上に浮かべられるそして中心タンクと側部タン
ク内のパラスト調整により，半船体部分CSは横倒しに
されて，切断面が上向きになるようになされるその状
態で．第5図に示されるように半船体部分CSの切断面
上に新造船体部分Dが赦侭され，さらに固定部7， 7に
おいて溶接固定される．

新造船体部分Dにも縦桁5， 6が設けられて､,るの
で，これらを水防壁として再び半船体部分CSを正立さ
せた後，それをドック内に入れて，第7図に示されるよ
うに左右の半船体部分を再び溶接固定する．
以上の工程から明らかなように，この発明によれば，
第一に半船体部分をドック内で横移動する必要がないこ
と，第二に半船体部分への新造船体部分の取付けが容易
であること，第三にドック内における溶接作業が減少さ
れること等庭より,大型ドックの占有期間が短縮される

船体等の水上浮揚穂造物の切断又は接合用防水装置
（特許出願公告昭47-538号， 、発明者、山田一善外，
名，出願人，三菱工業株式会社）

船舶の大型化は’必然的に船台あるいはドックの大型
化を促すしかし，大型の船台を建造したり，あるいは
既存のドックを拡張したりすることは，多額の盤用がか

かって経済的に好ましいものではなく，また，大型の船
台やドックはそれらの維持が大変である．

そこでこのような大型の船台やドックの使用をできる
だけ避けるために，船台では船体の一部を分割体として
建造して， これらを水上で相互に接合して一つの船体を
形成するようにした分割建造法や，あるいは既存の船体
を増長’墹幅，増深等の手段によって大型化するように
した増屯工法等が採用されるようになっている．

したがって， このエうな分割建造法や増屯工法等にお
いては，水上での溶接や切断作業が不可欠となるもので
あるが,同時にそれ‘らの作業が水線下でも安全かつ確実
に行われるための配慮がなされなければならない．その
ための一つの手段として，畿体の外板上の溶接線あるい
は切断線に沿って，作業上の水密空間を形成することが
考えられている．

この発明は，外板に沿って水密空間を形成するため
に,横断面U字型の薄鋼板等よりなる防水体の単体を，
縦方向に水密連結部材を介して適当数描状に並べそれを

|#､雨"胃潟‘詞:謀雷癖l職説鳶職’

●砂山

０

由1

船体の拡張方法（特許出願公告昭47-10665号，発明
苫．本田脩三外3名，出願人， 日立造船株式会社）

近年における船舶の大型化の傾向に伴って，既造の船
体の焚さあるいは幅等を拡張すするための，いわゆる珊

屯工法が船体改造部門において掬刊されるようになって
し､るが，このような増屯工法のうちで股も効果的なもの

は船体の幅を拡張する工法であると言われている船体
の幅を拡張するにあたっては，通術の場合まず船首部と
船尾部とを切離し，残りの船体中央部を大体において中
央縦線に沿って左右に分断する．そして左右に分断され
た船体中央部の間に新造船体部分を介入させて新たな拡
幅された船体中央部を形成するようになされる．
このような船体拡幅工班においては切断，船体移動お

よび溶接等の作業が伴うが， これらの作業をドック内で
行おうとすれば，第一に大型のドックが必要とされるこ
と．第二にドックの占有期間が長いために，他の船舶の
ドック入りに支障を来たすこと等の理由で，これは技術
的，経済的に見て好ましくない
この発明はこのような点にかんがみ，船首部，船尾部
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i外板の溶接や切断等の作業線に沿

ってそれらを騒うようにして外板
に圧接し，その圧接力を外板を賀

通して船体内で保持される吊上装
低によって維持するようにした防

水装世に関する．

実施例を図面について説明する

と，第1図において,分割船体l｡

2を互いに溶接接合するにあたっ
て，その溶接線に沿ってそれを外

板の外側から証うようにして防水
体7が圧接されており，その防水

体7は第2図に示されるように船

底部を証うとともにその両端部に
おいてワイヤー30に接続されて

いる． ワイヤー30は案内シープ

32を通って甲板上に導かれ，そ

こでウインチ31によって巻取ら

れるようになっている．

第2図のⅢ一m線に沿う縦断面

図である第3図，および弟3図の
要部拡大断面図である第4図， さ

らに第4図のV－V線に沿う断面

図である鋪5図に示されるよう
に，防水体7は複数個の防水体単

体8によって柵成されており，各
単体8間には弾性的な連結部材14

が介在されて，各単体間の相対移

動を許容するようになっている．

特に第4図から明らかなよう

に，単体8は横断面U字型の薄

鋼板によって形成され，その内側
において，補強板lOにより補強

されている．単体8と船体の外板

6， 6との間には水密性保持部材

18, 18が介在されるとともに，

単体8の内壁部に枢支された吊り

板23は溶接部スリット27を貧通
して船体内方へ延び,その端部33

において吊りワイヤー25に連結

されている． したがって，吊りワ

イヤー25を締付金具26によって
締付けるときは防水体7と外板6
との間に水密空間が形成され，溶

接作業を容易にする，
（特許庁唐沢勇吉）
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船 舶第46巻第1号鰡淵離蹄行
発行所 天 然 社

郵便番号 1 62

束京都新宿区赤城下町5o

電話東京(269)1908

振替東京79562番

発行人田 岡 鯉 一

印刷人高橋活版所

購読料

1冊 4“円（送28円）

半年2,250円（送料共）

1年4,5“円（ 〃 ）

以上の購既料の内， 半年及び

1年の予約料金は，直接本社に
前金をもってお申込象の方に限
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全世界に大きな信用を博す.／

英国・トーマス・マーサー製
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デテント式正式クロノメーター

二日巻．八日巻･検定保証番付侭度捕正書･等時性能譜･日差書付）

マリン・クロック
八日器･デテント正式クロノメーター

8吋便00発）真鎬ラッカー
仕上ダイヤル'よ白色エナ
寡ル挫上

'． ’
TEL(272) 297 1(代表）〒10

TEL(262) 5921(代表）〒54

３
２総代理店Q村木

東京都中央区日本撰江戸橋3
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２
蛇

の
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世界の水準をいく王屋のINTEGRATOR

○精度.は定評があります。

○使いやすく能率的です。

下記の三項目を測定し計算できます。

Area J･Ydx=A
ひ

Moment 告JY2dx=M

Momentoflnertia -fJYsdx=I

測定範囲

X方向 155cm

Y方向 68cm

L

玉屋商店登録駒商標株式會社
本社東京都中央区銀座4一4二4

（和光襲通り）

支店大阪市甫区順鹿町4二2
エ場東京都大田区池上2.-14=7

砥。（561）8 7 ユ ユ（代表）
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あの巨大船のわずか28平方米を
タッチ”プしただけ…． 船

舶
第
四
十
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昭
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五
二
月
二
十
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邪
三
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郵
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麗
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萠
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媚
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）

昭
和
四
十

踊
和
四
十

世界簸大級タンカー〈ジャパン・ユニバ

ース号＞建造にあたり、船底から上甲板ま

でタ．イメットコートとアマコートで防食塗

装された面械は14万平方メートル。3年た

ったのち、塗装のタツチアツ．う。を要した面一

読はその5,000分の1、わずか28平方メート

ルでした。このくジャノfン・ユニノ寺一ス号＞

をはじめ6笠のマンモスタンカーの塗装を

施工した､のは井上商全てくす。

ダイメツトコートがどのよう.に優れた防

食塗装である力,以上の事実が淵的iﾆ示して

いますが、より具体的な調査結采をお伝え ．

いたしましょう。まず、タマイメットコート

NQ3無機亜鉛塗料を塗った甲板はきわめて

良好な状態を保っていました。またダイメ

ットコートNQ3にアマコートを上塗りした

上部櫛造物は最良の状態でした。巻らに特

筆すべきことは外舷の状態です。わずかな

部分に藻が付著してL,た他、 まったくきれ

＆､であったことです。したがって、航海中

の速力の低下もなく、燃料消費趣の増大も

ありませんでした。そして苛酷な3年の航

海のあとタッチアツフﾟを要したのは点在す

る部分をトータルしてわずかに28平方メー

トル。船主や用船者は莫大な経劉の節約が

できたわけです。 ‘

巨大船から原子炉まで、あらゆる鋼構造

物の防食塗装は、豊富な経験と実統を持つ

井上商会の専門家にご相談下き↓､。
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